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ほ

泊
々
部
某
（
ほ
う
か
べ
）　

摂
津

　

？
〜
天
正
七
年
（
一
五
七
九
）
十
二
月
十
六
日
。

　

泊
々
部
は
、「
伯
々
部
」「
波
々
伯
部
」
と
も
書

く
。
摂
津
泊
々
部
（
伯
々
部
）
氏
は
、
丹
波
の

波
々
伯
部
（
は
は
か
べ
）
氏
の
別
流
で
あ
ろ
う
か
。

『
公
記
』
に
は
、「
ホ
ヲ
カ
ベ
」
と
ル
ビ
が
あ
る
。

　

荒
木
村
重
の
摂
津
一い

つ

職し
き

支
配
と
と
も
に
、
そ
の

麾
下
に
な
っ
た
か
。
天
正
六
年
（
一
五
七
八
）
十

月
、
村
重
が
信
長
に
謀
反
す
る
と
、
こ
れ
に
従
っ

て
有
岡
城
に
籠
る
。

　

翌
七
年
十
一
月
十
九
日
開
城
し
て
、
荒
木
久
左

衛
門
ら
年
寄
衆
が
村
重
説
得
の
た
め
尼
崎
に
赴
い

た
時
、
留
守
役
と
し
て
女
た
ち
の
警
固
を
務
め
る

（
池
田
本
）。
結
局
は
説
得
に
失
敗
し
て
、
十
二
月
、

荒
木
一
類
の
処
刑
が
行
わ
れ
る
が
、
泊
々
部
も
十

六
日
に
処
刑
さ
れ
た
。
年
齢
は
五
十
歳
ほ
ど
で
あ

っ
た
と
い
う
（
公
記
）。

　

年
代
は
不
明
だ
が
、
八
月
十
日
付
、
四
宮
蔵
人

宛
て
の
、「
波
々
伯
部
左
衛
門
元
継
」
と
い
う
人

物
の
書
状
が
あ
る
（
勝
尾
寺
文
書
）。
同
一
人
か
一
族

で
あ
ろ
う
。

北
条
河
内
守
（
ほ
う
じ
ょ
う　

か
わ
ち
の
か
み
）　

河

内
　

生
没
年
不
詳
。

　

河
内
四
条
畷な

わ
て
の
豪
族
と
い
う
（
信
長
文
書
）。
天

正
三
年
（
一
五
七
五
）
頃
か
、
八
月
六
日
付
判
物

で
、
本
願
寺
に
つ
い
て
の
報
告
の
功
を
信
長
よ
り

褒
さ
れ
て
い
る
（
信
長
文
書
）。

芳
野
宮
内
少
輔
（
ほ
う
の　

く
な
い
の
し
ょ
う
）　

大

和
　

生
没
年
不
詳
。

　

大
和
宇
陀
三
人
衆
の
一
人
。
宇
陀
郡
宇
賀
志
村

の
芳
野
城
を
本
拠
と
す
る
（
奈
良
県
宇
陀
郡
史
料
）。

早
く
か
ら
伊
勢
の
北
畠
氏
に
属
し
て
お
り
、
北
畠

家
の
家
督
譲
渡
に
伴
い
、
信
雄
の
麾
下
に
な
っ
た
。

『
勢
州
軍
記
』
に
よ
る
と
、
他
の
二
家
の
沢
家
・

秋
山
家
が
一
千
の
大
将
な
の
に
対
し
、
五
百
の
大

将
だ
っ
た
と
い
う
。

　
（
天
正
三
年
）
十
一
月
十
三
日
、
三
人
衆
し
て

春
日
社
領
の
宇
多
郡
宇
賀
志
荘
を
押
領
し
、
原
田

（
塙
）
直
政
た
ち
よ
り
詰
ら
れ
て
い
る
（
春
日
社
家
日

記
、
金
子
拓
「
春
日
社
家
日
記
の
な
か
の
織
田
信
長
文
書
」
所

収
）。

　

天
正
十
年
（
一
五
八
二
）
六
月
の
伊
賀
国
衆
蜂

起
の
時
、
信
雄
の
手
よ
り
そ
の
鎮
圧
の
た
め
遣
わ

さ
れ
た
（
勢
州
軍
記
）。

　

同
十
二
年
の
小
牧
陣
の
時
は
、
信
雄
を
離
れ
て

秀
吉
に
味
方
。
戦
後
、
松
島
城
主
と
な
っ
た
蒲
生

賦
秀
（
氏
郷
）
の
与
力
と
さ
れ
た
（
勢
州
軍
記
）。

天
正
十
二
年
九
月
現
在
、
三
人
衆
合
わ
せ
て
一
万

三
千
石
で
あ
る
（
羽
柴
秀
吉
知
行
割
目
録
写
、『
三
重
県
史

資
料
編
近
世
1
』
所
収
）。

牧
庵
（
ぼ
く
あ
ん
）

　

生
没
年
不
詳
。

　

姓
は
不
明
。
信
長
の
側
近
か
。
天
正
八
年
（
一

五
八
〇
）
三
月
十
日
、
北
条
氏
の
使
者
を
迎
え
る

に
あ
た
っ
て
、
正
使
で
あ
る
滝
川
一
益
に
下
使
と

し
て
添
え
ら
れ
た
（
公
記
）。

星
野
左
衛
門
（
ほ
し
の　

さ
え
も
ん
）　

摂
津

　

生
没
年
不
詳
。

　

荒
木
村
重
の
足
軽
大
将
。
村
重
の
謀
反
に
参
加

し
て
有
岡
に
籠
城
し
て
い
た
が
、
天
正
七
年
（
一

五
七
九
）
十
月
、
同
僚
の
中
西
新
八
郎
に
誘
わ
れ
、

城
内
で
謀
反
、
落
城
せ
し
め
た
（
公
記
）。

　

そ
の
功
に
よ
っ
て
赦
さ
れ
、
翌
八
年
六
月
、
新

た
に
摂
津
の
支
配
者
に
な
っ
た
池
田
恒
興
の
与
力

と
し
て
付
属
さ
れ
た
（
公
記
）。

細
川
昭
元
（
ほ
そ
か
わ　

あ
き
も
と
）　

↓
細
川
信

良
（
ほ
そ
か
わ　

の
ぶ
よ
し
）

細
川
忠
興
（
ほ
そ
か
わ　

た
だ
お
き
）　

山
城

　

永
禄
六
年
（
一
五
六
三
）〜
正
保
二
年
（
一
六

四
五
）
十
二
月
二
日
。

　

熊
千
代
、
与
一
郎
、
越
中
守
、
侍
従
、
左
少
将
、

参
議
。
剃
髪
号
三
斎
宗そ

う

立り
ゆ
う。

姓
は
長
期
に
わ
た

り
「
長
岡
」。

〔
元
服
ま
で
〕

　

藤
孝
の
長
男
。
良
質
史
料
に
登
場
す
る
の
は
、

『
言
継
』
の
元
亀
二
年
（
一
五
七
一
）
四
月
十
八

日
条
。
こ
の
時
は
松
尾
社
で
の
能
楽
に
出
演
し
て

い
る
。
当
時
九
歳
で
あ
っ
た
。


